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ゲオルク・トラークルの作品に現われた
才予情的空間構造に関するノート
宮　下 茂
　L　言葉の拝情に存在論的に係わっていくヘルメーティシュな諸相を反映し
て，ゲオルク・トラークルの詩作品には詩人という自我の反響的構造性が暗喩
的掩蔽のうちに形象化され，温出しているように筆者には思える。このような
構造性を想像させる起因としての表微，それは詩の本来的始まりとなる沈潜す
るただ問いかけのための問いかけ，ひたすらにおのれ自身の孤独な現前にあり
つづけ黙した内的凝視に呼び出し引き寄せるなにものかへの語りかけそしてそ
の動的発露から隠微な内部性空間へと次第に深く関与していく動性形象である。
対象性にあるなにものかとの交感形象そしてそのなにものかへの，なにものか
をめぐっての歩行，飛翔といった遡行形象である。そしてさらに詩作の始まり
における自発的主体のこのベクトル形象にたいし，後期の作品になるほど顕著
になるのだが，それとは逆の方向から個体像が主体へと出現するという現象形
象がある。この相反する二つの運動方向の交わりによって多層的空問体が想定
されうるようだ。しかも頻繁に繰り返し用いられているという作品上の事実
が，なおいっそう詩作による対象への問いかけに始まり，形成され，展開され，
交響する隠蔽されたこの持情の虚体構造の予覚を促す。そこでこの小論におい
て，トラークルの詩作品上のこの構造性を考察想像してみることにする。
2－1．詩の始まりにおける語りかけは荘漠とした虚空へと消えいらんぼかり
　　　　　　　　　　　　　　一13一
　ゲオルク・トラークルの作品に現われた拝情的空間構造に関するノート
にある遠方の山の稜線とか木の梢などの先端や輪郭線へのあるいはなにものか
が立ち去り消滅したあとの喪失感における真空性そのものへの知覚集中として
作品に現われる：
Di・KupP・n・chmi・g…i・h　w・i・h　an　d・n　fe・n・n，　li・ht・n　Himm・1・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Traumland　S．189（注1）＞
　Und　der　Himmel　ist　wie　eine　blaue　Glocke．　Es　ist　als　ob　man　sie
　　　t6nen　h6rte，　i耳　tiefen，　feierlichen　T6nen。（Maria　Magdalena　S．197）
Ein　Schweigen　in　schwarzen　Wipfeln　wohnt．
Am　Abend，　wenn　die　Glocken　Friederl　lauten，
Folg　ich　der　V6gel　wundervollen　FIUgen，
Die　lang　geschart，　gleich　frommen　PilgerzUgen，
Entschwinden　in　den　herbstlich　klaren　Weiten
（In　「SへTinter　S・39）
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　　 　　　　　　　．　（Verfa l　S・59）
　Jemand　verlieB　dich　am　Kreuzweg　und　du　schaust　lange　zuruck・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Verwandlung　des　B6sen　S．98＞
　Denkt　die　nahe　Stille　Vergessenes，　erloschene　EngeL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ruh　und　Schweigen　S．　l　l　3）
作品‘‘Rondel（S．21）”は，たそがれのもの悲しい寂蓼感にあって，すでに立
ち去ったものが残す透明な余韻を共感覚の全体性で把捉しようとする心的動性
そのものの暗喩形象である：
　Verflossen　ist　das　Gold　der　Tage，
　Des　Abends　braun　und　blaue　Farben：
　Des　Hirten　sanfte　Fl6ten　starben
　Des　Abends　blau　und　braune　Farben
　Verflossen　ist　das　Gold　der　Tage．
時間形象Kindheitを主題とする初期作品“Kindheitserinnerung（S．271）”（注2＞
も語りかけとしての知覚集中により思い出という不在性へと遡行するベクトル
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形象から構成されている。
　聴覚における集中性のイメージ：
　　　Und　leise　entschwebt　der　Ton　der　Immen．
　　　Im　Garten　fl並stern　der　Schwestern　Stimmen一
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Und　wirr　erstirbt　der　BUsche　Gebraus．
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　Ein　Orgelklang　hebt　fern　am　HUgel
　Sich　auf　zum　Himmel　wunderbar．
視覚における集中性のイメージ：
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　　　MUd　welken　die　Linden　im　Blau　versunken．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■のEin Reiher hangt　reglos　im　Ather　ertrunken，
　　　Am　Zaun　phantastisches　Schattenwerk　spielt．
　　　Die　Schwestern　gehen　still　ins且aus，
　　　Und　ihre　weiBen　Kleider　schimmern
　　　Bald　ungewiB　aus　hellen　Zimmern，
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　そしてこのような主体の知覚性は，トラークルの作品において次第に個体像
の運動形象として現われる。風景を凝視する主体の視線が雰囲気としては感じ
られるが明らかにされていない上にあげた詩句にたいし，この‘‘Kindheitser－
innerung”には，知覚主体形象が表現されている次の詩句もある。
　Da　lauscht　der　Knabe　im　Holzverschalg，
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Der　Knabe　streichelt　der　Katze　Haar，
Verzaubert　von　ihrer　Augen　Spiegel．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－15一
　ゲォルク・トラークルの作品に現われた拝情的空間構造に関するノート
人間縁　Knabeは一見すると対象風景の中の単なる人物とも見えるのだが，む
しろ夢想的静寂のなかの詩人の研ぎ澄まされた精神集中のパトスから溢出する
分身性にあると見敏したほうが適切と思える。そしてさらに，作品空間におけ
るこの　Knabe　の知覚行為一聴覚行為lauschenと視覚状況　（verzaubert
von　ihren　Augen　Spiegel）1’こおける触覚行為streicheln一も恐らく対象（Kind－
heitserinnerung）に係わろうとする詩人の透徹した凝集力の動性に由来する形
象であろう。このようなフィクシ。ンによる詩人の人格性を反映した知覚主体
の暗喩的形象化は詩集，，Gedichte”から特に詩集“Sebastian　im　Traum”
のなかの主調的表現方法となっていく。その主要なものは人間像，特に男性像
などである：Kind，　Knabe，　Elis，　Enke1；M6nch，　Novize，　Priester；Ein－
samer，　Fremder，　Fremdling，　wanderer；Hirt，　Jager，　Fischer；Engel，
Jener，　Jemand．
　ところでこの比喩像群が係わっていく知覚の対象はトラークルの作品では一
定の言語像として表現されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　一■．＿＿＿．Die　runden　Augen
　Spiegeln　das　dunkle　Gold　des　FrUhlingsnachmittags，
　Saum　und　Schwtirze　des　Walds，　Abendangste　im　GrUn；
　Vielleicht　unsaglichen　Vogelflug，　des　Ungeborenen
　Pfad　an　finsteren　D6rfern，　einsamen　Sommern　hin
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Stundenlied　S．80）
つまり知覚主体（die　runden　Augen）の対象は，水面や鏡，対象の内奥性を意
味するWaldなどを取りかこむMauerなどの境一三格支配として用いら
れているanが形成する前置詞句an　den　Mauren，　am　Zaun，　an　der　Hecke，
am　Wald，　am　Saum　des　Waldes，　am　HUgelなど一そして三格支配の
unterとinの前置詞句におけるBaumなどが作り出す円錐形あるいは紡錘形
の空間形象の境界（unter　Baumen，　im　Schatten　des　Baums）などといった言
　　　　　　　　　　　　　　　一16一
　　　　　　　　　　ゲオルク・トラークルの作品に現われた好情的空間構造に関するノート
語像として表現されている（注3）。
　　この対象に知覚主体が関与していくのである。そこで，作品に現われたこの
語りかけの暗喩形象における対象への運動性を表示する詩句の主なものをあげ
てみよう。
　　Fremde　Iauschen　auf　den　Stufbn，　　　　　　（pie　sch6ne　Stadt　S．23）
　　Die　Kinder　des　Hausmeisters　h6ren　zu　spielen　auf　und　suchen　das
　　　　Gold　des　Himmels．　　　　　　　　　　　　　　　　（Psalm　S．56）
　　Da　der　junge　Novize　die　Stirne　mit　braunem　Laub　bekranzt，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Helian　S．70）
　　Ein　bleicher　Engel
　　Tritt　der　Sohn　ins　leere　Haus　seiner　Vater．　　　　　（Helian　S．71）
　　Bei　der　Mifhle　zUnden　Knaben　ein　Feuer　an．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Verwandlung　des　B6sen　S。97）
　　Jener　aber　ging　die　steinernen　stufen　des　M6nchgbergs　hinab，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（An　einen　FrUhverstorbenen　S，　l　l　7）
　　Strahlender　hob　die　Hande　zu　seinem　Stern
　　Der　weiBe　Fremdling；　　　　　　（Siebengesang　des　Todes　S．126）
　　Wenn　es　Nacht　wird　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　Hebt　der　Wanderer　leise　die　schweren　Lider；（Die　Sonne　S．134）
身体の部分を表わす名詞による表現もある：
　　Schaudernd　unter　herbstlichen　Sternen
　　Neigt　sich　jahrlich　tiefer　das　Haupt．（In　ein　altes　Stammbuch　S．40）
　　Ihre　Augen　weiden　rund　und　goldig　in　der　Dammerung
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（De　Profundis　S．46）
　　．．．．．．Elai！dein　Antlitz
　　Beugt　sich　sprachlos　Uber　blauliche　Wasser．　　　（Nachtlied　S．68）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－17一
　ゲオルク・トラークルの作品に現われた拝情的空間構造に関するノート
　　Die　Hande　rUhren　das　Alter　blaulicher　Wasser　　　（Helian　S．70）
　　Umschlingen　schmachtig　sich　die　sehnenden　Arme．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Stundenlied　S．80）
　　Deine　Lippen　trinken　die　KUhle　des　blauen　Felsenquells．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（An　den　Knaben　Elis　S．84）
　　＿＿，auflauscht　die　Stirne　des　Aussatzigen　unter　dem　kahlen　Baum．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Verwandlung　des　B6sen　S。97）
　　Das　Ohr　f（）lgt　lange　den　Pfaden　der　Sterne　im　Eis．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Winternacht　S．128）
さらに歩行，飛翔といった運動表現あるいはそのような動性形象を主体が思い
描くイメージがある：
　．．．．．．Ein　Hirt
　　Flogt　sprachlos　der　Sonne，＿＿　　　　　　　　　　　（Kindheit　S．79）．
　　Purpurn飴rbt　sich　das　Laub　im　Herbst；der　m6nchische　Geist
　　Durchwandelt　heitere　Tage；　　　　　　　　　　　（Stundenlied　S．80）
　　0，wie　mild　ist　der　Herbst．　Leise　klingen　unsere　Schritte　im　alten　Park
　　Unter　hohen　Baumen．　　　　　　　　　　　　　　（Unterwegs　S．81）
　　Der　Trunkne　sinnt　im　Schatten　alter　Bogen
　　Den　wilden　V6geln　nach，　die　ferngezogen．（Ein　Herbstabend　S．61）
　　An　kahler　Mauer
　　Wandelt　mit　seinen　Gestirnen　der　Einsame．（In　Dunkel　S．143）
このような詩句から明らかなように，知覚主体のベクトルは水平的（fblgen，
wandeln），上昇的（heben）そして下降的（sich　neigen，　hinabgehen）方向
性を持っている。このこととさらに詩作品に，知覚集中のイメージが異常なほ
ど現出するということから，詩における主体の知覚性は，比喩的には光点のよ
うに一つの点を中心に遠心状に放射する方向にあると表現されうるだろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－18一
　　　　　　　　　　ゲォルク・トラークルの作品に現われた拝情的空間構造に関するノート
　　さて，知覚のパトスを秘め拡散するこの運動形象群にたいし，トラークルの
詩作品にはそれと’は逆の方向から個体像が出現するという形象群もある。．さき
にもみた知覚主体の対象である暗喩形象の境界の場において，昌その向う側から
像が主体側へと係わり現われるのである。　　　　　　　　　　』
　　Das　Wild　kommt　zitternd　aus　Verstecken，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（iMelancholie　des　Abends　S．19）
　　Ein　Tier　tritt　leise　aus　den　Baumarkaden，　（Seele　des　Lebens　S．36）
　　Und　aus　verfallener　Blaue　tritt　bisweilen　ein　Abgelebtes．　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Stundenlied　S．80）
　　Im　dammernden　Garten　Schritt　und　Stille　des　verstorbenen　Knaben．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Stundenlied　S．80）
　　Unter　alten　Eichen
　　Erscheinst　du，　Elis，　ein　Ruhender　mit　runden　Augen．　（Elis　S．85）
　　Ein　strahlender　Jungling
　　Erscheint　die　Schwester　in　Herbst　und　schwarzer　Verwesung．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（R．uh　und　Schweigen　S．113）
　　0，der　schwarze　Engel，　der　leise　aus　dem　Innen　des　Baums　trat，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（An　einen　FrUhverstorbenen　S．117）
　　Aber　stille　trat　am　Abend　der　Schatten　des　Toten　in　den　trauerlldell
　　　　Kreis　der　Seinen　　　　　　　　（Traum　und　Umnachtung　S．150）
　　Aus　dunklem　Hausflur　trat
　　Die　goldne　Gestalt
　　Der　Jifnglingin
　　Umgeben　von　bleichen　Monden，　　　　　　　（Das　Herz　S．154）
　　Herbstesnacht　so　kUhle　kommt，
　　Erglanzt　mit　Sternen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－19一
　ゲオルク・トラークルの作品に現われた打情的空間構造に関するノート
　Uber　zerbrochenen　Mannergebein
　Die　stille　M6nchin．　　　　　　　　　　（Die　Schwermut　S．161）
　．＿．．und　da　ich　frierend　aufs　Lager　hinsank，　stand　zu　Haupten　wieder
　　　der　schwarze　Schatten　der　Fremdlingin＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Offenbarung　und　Untergang　S．168＞
このような水平的方向からの出現（erscheinen，　aus　et3，　treten）だけでなく上
方と下方からの動性表現もある：
　Endymion　taucht　aus　dem　Dunkel　alter　Eichen　（Abendmuse　S．28）
　Auf　deine　Schlafen　tropft　schwarzer　Tau，　（An　den　Knaben　Elis　S．84）
　Uber　unsere　Gr註ber
　Beugt　sich　die　zerbrochene　Stirne　der　Nacht．　（Untergang　S．116）
　．．．．．．und　es　sank
　Friedlich　das　ergrUnte　Gezweig　auf　ihn，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Siebengesang　des　Todes　S．127）
　AufHattert　mit　trunknem　FIUgel　die　Nacht．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Gesang　einer　gefangenen　Amsel　S．135）
　あらゆる方向から求心的に現われるこのような個体像群は，詩作品の意味内
実を捨象し作品に現われたその共通した運動性からそしてそれらがネガティー
フな形容（Schatten，　tot，　sterbend，　erstorben，　verstorben，　monden，　blau，
silbern，　schwarzなど）を属性としているかあるいはそうした雰囲気を状況と
しているという同質性からすれば，詩の主体にとっては同じ比喩性にあるエレ
メントであると言えるだろう。
　そしてさらにネガティーフな物象の出現は，後期の詩作品になるにつれ，あ
たかもManade（S．48）のようにアトランダムに関与してくるという自動性
をおび，主体が受身の姿勢をとる形象として表現されていく。例えば動詞
folgenにこのことが端的に現われている（注4）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿20＿
　　　　　　　　　　ゲナルク・トラークルの作品に現われた打情的空間構造に関するノート
　知覚主体が対象性へと関与するイメージ：
　　　　Und　die　runden　Augen　folgen　dem　Flug　der　V6gel．　（Helian　S．69）
　　　　．．．．曾．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．噸．．．．．．．．．．Ein　Hirt
　　　Folgt　sprachlos　der　Sonne，　die　vom　herbstlichen　HUgel　rollt．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Kindheit　S．79）
　対象性に所属するネガ像が主体についてくるイメージ：
　　　　Immer飼gt　dem　Wandrer　die　dunkle　Gestalt　der　Khhle
　　　Uber　knδchernen　Steg，　die　hyazinthene　Stimme　des　Knaben，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Am　M6nchesberg　S．　94）
　　　　1（ind，　dein　krankliches　Lacheln
　　　　Folgte　mir　leise　im　Schla£　　　　　　　　　　（ln　Venedig　S．311）
　　　　……………・・…・．…＿．……・…；goldene　Wolke
　　　　Folgt　dem　Einsamen，　der　schwarze　Schatten　des　Enkels．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Jahr　s．138）
さらに主体が取り巻かれるイメージ，特に前綴um一をとる分離動詞による表
現がある：
　　Und　es　umf蓋ngt　ihn　gewaltig　die　kUhle　Blaue　und　die　leuchtende　Neige
　　　　des　Herbstes，
　　Das　stille　Haus　und　die　Sagen　des　Waldes，
　　MaB　und　Gesetz　und　die　mondenen　Pfade　der　Abgeschiedenen．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Gesang　des　Abgeschiedenen　S．144）
　　Magnetische　KUhle
　　Umschwebt　dies　stolze　Haupt，
　　GIUhende　Schwermut
　　Eines　z丘rnenden　Gottes．　　　　　　　　　　　　（Das　Gewitter　S．158）
　　Schlaf　und　Tod，　die　dUstern　Adler
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Umrauschen　nachtlang　dieses　Haupt：　　　　　　　　（Klage　S．166）
　2－2．1914年から15年にわたり雑誌Brennerに掲載された一連の詩作品
のなかの一つ，，Offenbarung　und　Untergang（S．168～170）‘‘は，特に詩
集‘‘Sebastian　im　Traum‘‘を中心とした詩作品群の暗喩的距離による主体表
現とは違ってその直接形象das　Ichを用いていることそして散文的記録性を
基調としていることから，今までみてきた個体像の相反する運動ベクトルにお
ける隠蔽された構造性を開示する特殊な位置を占めていると思える。
　　6つのパートのそれぞれにおいて主体（das　Ich）が対象へと係わる形象と虚
像が出現する形象とが繰り返えされている。』そこで，こうした諸相を検討する
ために主要なものを列記してみる：
　パート　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　（1）　＿＿Da　ich　nachtwandelnd　an　steinernen　Zimmern　hinglng　und
（2）
eS　brannte　in　jedem　ein　stilles　Lampchen，　ein　Kupferner　Leuchter，
und　da　ich　f｝ierend　aufs　Lager　hinsank，　stand　zu　Haupten　wieder
der　schwarze　Schatten　der　Fremdlingin　und　schweigend　，verbarg
ich　das　Antlitz　in　den　langsamen　Handen．
．．．．．．In　blauen　Schauern　kam　vom　HUgel　der　Nachtwind，　die
dunkle　Klage　der　Mutter，　hinsterbend　wieder　und　ich　sah　die
schwarze　H611e　in　meinem　Herzen；Minute　schimmernder　Stille．
　　　　Leise　trat　aus　kalkiger　Mauer　ein　unsagliches　Antlitz－ein
　　　　sterbender　Jungling－die　sch6nheit　eines　heimkehrenden　Ge－
　　　　schlechts．　MondesweiB　um丘ng　die　KUhle　des　Steins　die
　　　　wachende　Schltife，。＿．．
パート2
（3）Und　es　sprach　eine　dunkle　Stimme　aus　mir：Meinem　Rappen
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brach　ich　im　nachtigen　Wald　das　Genick，　da　aus　seinen　pur一
purnen　Augen　der　Wahnsinn　sprang；die　Schatten　der　Ulmen
fielen　auf　mich，　das　blaue　Lachen　des　Quells　und　die　schwarze
Kuhle　der　Nacht，　da　ich　ein　wilder　Jager　aufjagte　ein　schneeiges
Wild；in　steinerner　H611e　mein　Antlitz　erstarb．
（4）U・d・chimmernd丘・1・i・T・・pfe・BI・t・・i・d・・Ei・・a血・n　W・i・；
und　da　ich　davon　trank，　schemeckt　er　bitterer　als　Mohn；und　eine
　　　　schwarzliche　Wolke　umhUIIte　mein　Haupt，　die　kristallenen　Tranen
　　　　verdammter　Engel；＿＿
パート3
（5）Aber　da　ich　den　Felsenpfad　hinabstieg，　ergriff　mich　der　Wahnsinn
und　ich　schrie　laut　in　der　Nacht；und　da　ich　mit　silbernen　Fingern
mich　Uber　die　schweigenden　Wasser　bog，　sah　ich　daB　mich　mein
　　　　Antlitz　verlassen．　Und　die　weiBe　Stimme　sprach　zu　mir：T6te
　　　　dich　1　Seufzend　erhob　sich　eines　Knaben　Schatten　in　mir　und
　　　　sah　mich　strahlend　aus　kristallnen　Augen　an，　daB　ich　weinend
　　　　unter　den　Baumen　hinsank，　dem　gewaltigen　Sternengew61be．
パート4
（6）Friedlose　Wanderschaft　durch　wildes　Gestein　ferne　den　Abend一
weilern，　heimkehrenden　Herden；ferne　weidet　die　sinkende　Sonne
auf　kristallner　Wiese　und　es　erschUttert　ihr　wilder　Gesang，　der
einsame　Schrei　des　Vogels，　ersterbend　in　blauer　Ruh．　Aber
leise　kommst　du　in　der　Nacht，　da　ich　wachend　am　HUgel　lag，
oder　rasend　im　FrUhlingsgewitter；und　schwarzer　immer　um．
w61kt　die　Schwermut　das　abgeschiedene　Haupt，　erschrecken
schaurige　Blitze　die　nachtige　Seele，　zerreiBen　deine　Hande　die
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　　　　　atemlose　Brust　mir．
パート5
（7） Da　ich　in　den　d註mmernden　Garten　ging，　und　es　war　die　schwarze
Gestalt　des　B6sen　von　mir　gewichen，　umfing　mich　die　hyazinthene
Stille　der　Nacht；und　ich　fuhr　auf　gebogenem　Kahn　Uber　den
ruhenden、へ「eiher　und　sUBer　Frieden　rUhrte　die　versteinerte　Stirne
mir，　Sprachlos　lag　ich　unter　den　alten　Weiden　und　es　war　der
blaue　Himmel　hoch　Uber　mir　und　voll　von　Sternen；und　da　ich
anschauend　hinstarb，　starben　Angst　und　der　Schmerzen　tiefster
　　　　　in　mir；und　es　hob　sich　der　blaue　Schatten　des　Knaben　strahlend
　　　　　im　Dunke1，　sanfter　Gesang；hob　sich　auf　mondenen　FIUgeln　Uber
　　　　　die　grUnenden　Wipfel，　kristalIene　Klippen　das　weiBe　Antlitz　der
　　　　　Schwester．
パート6
（8）Mit　silbernen　Sohlen　stieg　ich　die　dornigen　Stufen　hinab　und　ich
　　　　trat　ins　kalkgetUnchte　Gemach．　Stille　brannte　ein　Leuchter
darin　und　ich　verbarg　in　purpurnen　Linnen　schweigend　das
　　　　　　Haupt；und　es　warf　die　Erde　einen　kindlichen　I．eichna］m　aus，　ein
　　　　　　mondenes　Gebilde，　das　langsam　aus　meinem　Schatten　trat，　mit
　　　　　　zerbrochenen　Armen　steinerne　StUrze　hinabsank，　flockiger　Schnee．
点線の部分は主体形象ichが対象へと係わりまた係わったあとの状況を表現
している。
　　（1）一対象（steinerne　Zimmer）に沿った運動（hing三ng）をとおして，その
　　　　　　　夢遊性（nachtwandelnd）と対象内部への関心（es　brannte　in　jedem
　　　　　　　ein　stilles　Lampchen，　ein　Kupferner　Leuchter）とによって対象の
　　　　　　　内部にあり，そこで下降状況にある（hinsank）主体形象。
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（2）一主体へと関与し（kam），再び消失する（hinsterbend）対象（der
　　　Nachtwind，　die　dunkle　Klage　der　Mutter）の有り様に，その内
　　　部性にいっそう自己を譲り渡す（hinsterbend）ことによって対象の被
　　　膜の向う側の内部を緊迫のうちに凝視する形象（ich　sah　die　schwarze
　　　H611e　in　meinem　Herzen；Minute　schimmernder　Stille）．
（3）一前半は対象の内部（im　nachtigen　Wald）でのichの振舞を，後半は
　　　対象の内部への踏み込み（anfjagte）と主体性（mein　Antlitz）の喪失
　　　（erstarb）を表現している。
（4）一対象を受け入れていく（trank）主体に生じる状況（schmeckte　er
　　　bitterer　als　Mohn）。
（5）一ここには引用しなかったがこのパート3の前半で，主体が対象の内部
　　　との境界にある形象（am　Saum　des　Waldes　will　ich　ein　Schwei－
　　　gendes　gehl1と……ein　Fremdling　am　AbendhUgel，…）とその対象
　　　と交流する形象（ein　Wild，　das　stille　steht　im　Frieden　des　alten
　　　Hollunders；oruhlos　lauscht　das　dammernde　Haupt，　oder　es
　　　folgen　die　z6gernden　Schritte　der　blauen　Wolke　am　HUgel，　emsten
　　　Gestirnen　auch．　Zur　Seite　geleitet　stille　die　grUne　Saat，　begleitet
　　　auf　moosigen　Waldespfaden　scheu　das　Reh・）から構成されていた
　　　のが，ここでは主体ichがその内部性の次元へと入り込んでいく
　　　（hinabstiegとmich　bog），そしてこうした内部空間における主体状
　　　況は意識性の喪失あるいは意識にある対象性としての距離の被膜が融
　　　解した形象（ergriff　mich　der　Wahnsinn，と……sah　ich　da　mich
　　　mein　Antlitz　verlassen）で表わされている。
（6）一無限の彷働こある主体（friedlose　Wanderschaft　durch　wildes　Ge－
　　　stein）にたいし，消へ入ろうとしている対象（die　sinkende　Sonne）
　　　のいっそう苛烈な（erschUttert）残響（ihr　wilder　Gesang，　der　ein－
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　　　　same　Schrei　des　Vogels）そしてその消滅（ersterbend　in　blauer
　　　　Ruh），それはその虚空を注視する主体の知覚忘失（ersterbend）を反
　　　　映し，対象への踏み込みを暗示している。
　（7）一内部性への彷復（ich　in　den　dammernden　Garten　ging，及びich　fuhr
　　　　auf　gebogenem　Kahn　Uber　den　ruhenden　Weiher）による知覚忘
　　　　失の陶酔的眩量感（es　war　die　schwarze　Gestalt　des　B6sen　von　mir
　　　　gewichen，及びsUBer　Frieden　rUhrte　die　versteinerte　Stime　mir），
　　　　あるいは内部空間（unter　den　alten　Weiden）tlこおいて対象への徹底
　　　　した知覚集中（ich　anschauend　hinstarb）による意識忘失（starben
　　　　Angst　und　der　Schmerzen　tiefster　in　mir）。
　（8）一主体ichが対象の内部空間へと係わり入りこむ形象（mit　silbernen
　　　　Sohlen　stieg　ich　die　dornigen　Stufen　hinab　und　ich　trat　ins　kalk『
　　　　getUnchte　Gemach）そしてそこでの受苦と同時にその主体忘失を意
　　　　味する形象（ich　verbarg　in　purpurnen　Linnen　schweigend　das
．　　　　　Haupt）。
このように主体（ich）が対象へと係わっていくことによってその内部性の次元
　　それは寒ざむとした不可能性の闇（Nacht）であり，無意識性の狂気の深
淵（Wahnsinn）である（注5）一に入り込んでいくことが，（1）のhin－ging，
hin－sank，（2）のhin－sterbend，（5）のhinab－stieg，　hin－sank，（7）のhinab－
starbそして（8）のhinab－stiegにおける分離の前綴hin一及びhinab一から
あるいは（3）のer－starbと（6）のer－sterbendにおける非分離の前綴er一
から，彼方へと踏み入む移動性（hin－，　hinab－）とその完結性（er－）が示され
ているのである。そしてこうした主体の動性にたいし逆にネガ像が主体の次元
へと出現する：（1）のder　schwarze　Schatten　der　Fremdlingin，（2）のein
unsagliches　Antlitz，　ein　sterbender　Jungling，　die　sch6nheit　eines　heim－
kehrenden　Geschlechts，（3）のeine　dunkle　Stimme，　die　Schatten　der
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Ulmen，　das　blaue　Lachen　des　Quells，　die　schwarze　KUhle　der　Nacht，
（5）のdie　weiBe　Stimme，　eines　Knaben　Schatten，（6）のdu，（7）のder
blaue　Schatten　des　Knaben，　das　weiBe　Antlitz　der　Schwester，（8）のeill
kindlichen　Leichnam，　ein　mondenes　Gebilde。その運動状態は，さきにも
みたように，上昇：（1）のstand，（5）のsich　erhob，（7）のsich　hob，下降：
（3）のfiel，水平方向：（2）と（8）のaus　et3・trat，（6）のkommstそしてこ
の求心的にあらゆる方向から主体に係わる直接表現として前綴um一の取り囲
む形象：（1）のmondesweiB　umfing　die　KUhle　des　Steins　die　wachende
Schlafe，（4）のeine　schwarzliche　Wolke　umhUIIte　mein　Haupt，　die
kristallenen　Tranen　verdammter　Engel，（6）のschwarzer　immer　umw61kt
die　Schwermut　das　abgeschiedene　Hauptなどである。
　さらに，ネガ像の出現してくるその対象は（2）におけるように主体にたい
しその内部を遮断し，それを取り巻いている壁（aus　kalkiger　Mauer）など
として表現されていることは言うまでもないのだが，しかしこの詩句の前に自
己内部を注視する形象（ich　sah　die　schwarze　H611e　imneinem　Herzen）が
あることからすると，このことに原因してネガ像が出現してくると思え，Mauer
の向う側は主体自身の内奥と関連していると言えそうだ。このことは次のよう
な詩句からも明らかであろう。
　（3）－und　es　sprach　eine　dunkle　Stimme　aus　mir．における，自己内部から
　（aus　mir）音的イメージ（eine　dunkle　Stimme）が関与する（sprach）という
　詩句から，このイメージと主体性との問に密接な関連が暗示されている。ま
　た（4）において，内部次元に入り込んだ詩形象に続く詩句：und　die　weiBe
　Stimlne　sprach　zu　mir．での音的イメージと主体との対峙（zu　mir）は，
　なおそれに続く次の詩句によってその関係が明らかとなる：seufzend　erhob
　sich　eines　Knabell　Schatten　in　mir　und　sah　mich　strahlend　aus　kristal1－
　nen　Augen　an・つまりネガ像（elnes　Knaben　Schatten）は主体の内奥性
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　　（in　mir）という対象から出現し（sich　erhob），主体（lnich）へと関与して
　　くるのである（sah　an）。このことから，詩の主体にとって一見すると異質
　　な対象性にある向う側とはその主体自身の内奥であるとあるいはそれと密接
　　な関連にあると推測されうる。
　　その上また，この散文詩においてもそうなのだが，響の唐突感に起因する瞬
　時性の比喩である従属接続詞daによって形成される副文，つまり主体が対象
　へと係わる意味形象の副文と対象側の発現を意味する主文との結合：（1），（3），
　（4），（5），（6）及び（7）あるいは主体が対象の内奥性に関与する運動ベクトル
　を表示する文章にたいし，その対象からの出現を意味する文章の逐次的接続：
　（2），（4），（5），（6），（7）及び（8）などといった文章構成から，作用と反作用の
　矛盾するこのような運動形象は相即不離の同時性にあるということができよう。
．．　以上のことからすると，またトラークルの詩作品に対象の内奥性を遮断する
　被膜あるいは境界を意味する形象として水面や鏡がよく用いられていることか
　らすると，この相反する個体像の描く運動ベクトルは，たとえて言えぽ鏡の構
　図における状況と解されると思う。鏡面の凝視はまず自己外化を強制する。そ
　れは言うなれば知覚主体つまり意識が生じることそして自から同時に対象が生
　じることである。そこに距離性が介在することである。鏡面とは，自己をも含
　めすべての物象をそこに映すこと，対象化することであるからだ。そしてその
　対象性にある物象へと係わることつまり対象へと自己投射することによる感情
　移入，それは知覚集中のパトスを秘めた想像力の動性として対象へとアプロー
　チすることであると同時に鏡面に映るその対象のネガ像が同じだけ逆に主体側
　へとアプローチしてくることでもある。そしてさらに主体形象がその対象の内
　部へと，不可能性の死の次元へと，鏡の世界へと踏み込むこと，対象化された自
　己の内奥へと，瞳孔注視によるその闇の深淵へと入り込むことそれはまた同時
　に形象性としては，鏡面のなかから，壁の向う側からあるいは自己内奥からネ
　ガティーフな個体像が逆に主体次元へと，意識性の次元へと出現することを意
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味する。そしてこれが他者性としての個の被膜を剥離する自己内化，無限定に
窒息した内在化という鏡面凝視のもう一つの強制，虚体への呪縛なのである。
だからdas　Ichの実線で表示されうる個体像，外部性としての壁，森そして家
などの内部へと入り込む個体像同様に，それに相即して鏡により投射された詩
の主体の内奥性から出現する虚像群Knabe，　Wild，　Schwesterなどもまた詩
の主体の分身像なのである。
　3．，，彼の小さな詩集，，Gedichte‘‘と，，Sebastian　im　Traum‘‘は，意志の表
現ではありません，それは徹底的に詩的であり，すこし繊細微妙すぎそして恐
らく病的でもありますがしかし気高く心からうちとけられる一人の心情の最
杢素杜で王鉄¢～＿：一一至返放射（naivste，　kindlichste　Ausstrahlungen）なので
す（注6）。‘‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（傍点筆者）
これはヘルマン・ヘッセがトラークルの詩について述べた所感の一節である。
彼はここでトラークルの詩空間が放射構造（Ausstrahlungen）から，しかも子
供のように，自己外化により徹底的に開かれた万象と交感する拝情的な放射構
造からなっていると語っている。これは対象へと係わる知覚主体の分身像が遠
心状に放射するあの運動ベクトルの作り出す構造性に該当する。トラークルの
詩作品の多くは感受する対象と繊細な感性をもってゆるやかに共鳴波動し，ビ
ロードの光沢をおびた内向的エクスタシーの反響空間を，拝情的共世界を直接
転写したものである。しかしこの好情性の在り方は少なくとも詩の始まりのも
のかあるいは後期における状況の一面だけしか示していない。後期になるとそ
れとは異質な面が出現するからである。つまり，対象から主体へとネガ像が発
現し，詩人を取り囲むイメージとして展開されていくからである。この状況
は，さきにみたように詩の主体が逆説的にそれだけいっそう深く対象の内奥次
元に入り込み彷復することを示しているわけでもある。そして自己の即自性を
徹底的に対象化し，対自性へと全的に譲り渡そうとする蒼白く燃焼するdas
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Ichに出来した自己分裂の緊迫した極限状況を意味する。詩人は敢えて受け
入れようとする。この闇を送る歌によって変容しようとする。
　Dem　Geist　Ieih　deine　Flamme，　glUhende　Schwermut；
　Seufzend　ragt　das　Haupt　in　die　Mitternacht，
Am　grUnenden　FrUhlingshUgel；＿＿
Dich　sing　ich　wilde　ZerklUftung，
Im　Nachtsturm
AufgetUrmtes　Gebirge；
（An　Luzifer　S．335＞
（Die　Nacht　S。160）
このような位相にある好情的空間構造は恐らく次のように表現できようか。問
いかけのパストを秘め，自己を取り巻くあらゆる物象へと自己の内奥の深淵へ
と白熱する発光体として踏み込むことにおける拡散的に放射する分身像の実線
のベクトルと，それに対応するようにdas　Ichの対自性からのネガティーフ
な分身像が意識主体へと全円的に収敏する虚線のべグトルとが緊張のうちに切
り結び交わる，その交点を，その見えざる交点を無限に結びあわせていくとそ
こに一種の球体的構造が想像されうる。これが言葉の暗喩的，根源的冒険をと
おして，詩人の想像力の苛烈さをとうして隠蔽のうちに呼び出した形象の世界
の拝情的空間構造なのだろう。無限の運動相にあって主体の意識性を閉じこめ
てしまい，他の老とのコミュニケイシ。ンが不可能な，リルケの言う鏡のなか
の世界であり（注7），透明な拝情の魔の球体なのであろう。
（1）
（2）
　　　　　　　　　　　　　注
引用文のページ数はテキストGeorg　Trakl　Dichtungen　und　Briefe　Bd．1，
Otto　MUIIer　Verlag　Salzbμrg，1969のものである。以下同様。
Die　Sonne　scheint　einsam　am　Nachmittag，
Und　leise　entschwebt　der　Ton　der　lmmen．
Im　Garten　flUstern　der　Schwestern　Stimmen－
Da　lauscht　der　Knabe　im　Holzverschlag，
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Noch　fiebernd　Uber　Buch　und　Bild．
MUd　welken　die　Linden　im　Blau　versunken．
Ein　Reiher　hangt　reglos　im　Ather　ertrunken，
Am　Zaun　phantastishes　Schattenwerk　spiclt．
Die　Schwestern　gehen　still　ins　Haus，
Und　ihre　weiBem　Kleider　schimmern
Blad　ungewiB　aus　hellen　Zimmern，
Und　wirr　erstirbt　der　BUsche　Gebraus．
Der　Knabc　strcichelt　der　Katze　Haar，
Verzaubert　von　ihrer　Augen　SpiegeL
Ein　Orgelklang　hebt　fern　am　HUgel
Sich　auf　zum　Himmel　wunderbar．
（3）拙論「詩人の夜　　ゲォルク・トラークルの作品研究（1）」135～136ページ
　　　参照，学習院大学文学部研究年報第17輯。
（4）動詞folgenにおけるこうした主体の逆転は後期の作品になると再び詩の主体
　　　が対象性にある次元に係わっていく運動形象として使用されている。これは恐
　　　らく，切迫した主体状況をいっそう敢然として受け入れようとする受苦性のパ
　　　トス，極限の自我（flammendes　Anschaun　der　groBen　Seele　S．157）にお
　　　ける存在相を反映している：
　　　So　sprachlos　f（）lgt
　　　Der　Heimatlose
　　　Mit　dunkler　Stirne　dem　Wind，
　　　Kahlen　Baumen　am　HUgel．　　　　　　　　　　　　（Abendland　S．140）
　　　．．．．．．，oder　es個gen　die　z6gernden　Schritte　der　blauen　Wolke　am
　　　　HUgel，　ernsten　Gcstirnen　auch．　（Offenbarung　u．　Untergang　S．169）
（5）　この内部空間は詩の始まりにおいては，拝情的自由感に盗れている：
　　　Du　aber　gehst　mit　weichen　Schritten　in　die　Nacht，
　　　Die　voll　purpurner　Trauben　hangt，
　　　Und　du　regst　die　Arme　sch6ner　im　Blau．（An　den　Knaben　Elis　S．84＞
　　　しかし作品上には対象の内部に入ることは，死ぬこと，消滅すること，ネガテ
　　　ィーフ化することとして表示されていく。
　　　Oder　es　l註uten　die　Schritte
　　　Elis，　durch　den　Hain
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　　　　　Den　hyazinthenen
　　　　Wieder　verhallend　unter　Eichen．
　　　　　Odes　Knaben　Gestalt
　　　　　Gef（）rmt　aus　kristallenen　Tr溢nen，
　　　　　Ntichtigen　Schattcn．　　　　　　　　　　　　　　　（Abendland　S．139）
　　　　　こうした実体喪失の表徴はエロスの逆説性からも表現されている。例えば作品
　　　　　，，Die　Verfluchten（S．103～104）、、において，最初エロスの主体者である
　　　　　KnabeはStropheの終りでは死者（ein　Erstorbenes）となっている。また
　　　　　内部空間での不可能性は，知覚主体があるいはその感覚器官が破壊されるか，
　　　　　破壊された詩形象として表現されている。
　　　　　Oihr　zerbrochenen　Augen　in　schwarzcn　MUndern，（Helian　S．73）
　　　　　Silbern　zerschellt　an　kahler　Mauer　ein　kindlich　Gerippe．（F6hn　S．121）
　　　　　Da　es　Nacht　ward，zerbrach　kristallen　sein　Herz　und　die　Finsternis　schlug
　　　　seine　Stirne．　　　　　　　　　　　　（Traum　u．　Umnachtung　S．148）
　　　　　一一．in　dem　braunen　Geast　des　Stamms　zerfielen　grinsend　die　irdenen
　　　　　　Gesichter．　　　　　　　　　　　　　（Traum　u．　Umnachtung　S．150）
　　　　　Im　Schatten　der　hcrbstlichen　Esche
　　　　　Scufzen　die　Geister　der　Erschalgenen．　　　　　　　（Im　Osten　S．165）
　　　　　．．．．．．AII　schaurigen　Riffen
　　　　　Zerschellt　der　purpurne　Leib
　　　　　Und　es　klagt　die　dunkle　Stimlne
　　　　　　　り　　　　Uber　dem　Meer．　　　　　　　　　　　　　　　（Klage　S．166）
（6）Hermann　Hesse　Gesammelte　Werke　Bd，12．（Suhrkamp　Verlag　S．523）
（7）Erinnerung　an　Georg　Trak」Zeugnisse　und　Briefe（Otto　MUIIer　Verlag
　　　　　Salzburg　l　9592．　AuH．　S．　l　l）
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